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第1の顔－電源県・水源県・治水県第1の顔－電源県・水源県・治水県

戦後復興は日本国憲法の理念を経済力で実現し続けること
それを支えるエネルギーを電力＝水力に求めた
戦後復興は日本国憲法の理念を経済力で実現し続けること
それを支えるエネルギーを電力＝水力に求めた
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自給できる発電は
水力と再生可能の新エネルギーだけ
自給できる発電は
水力と再生可能の新エネルギーだけ

戦後復興は水力で始まった
水力発電量の変化は少なく
現在の割合は15パーセント

戦後復興は水力で始まった
水力発電量の変化は少なく
現在の割合は15パーセント

利根源流の群馬には
水力発電所が次々と造成
上毛かるた段階の
「理想の電化に電源群馬」

利根源流の群馬には
水力発電所が次々と造成
上毛かるた段階の
「理想の電化に電源群馬」
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現代群馬の電力自給率は30%弱／全国平均15%の倍
ここに「理想の電化に電源群馬」の現代＝未来的価値がある
現代群馬の電力自給率は30%弱／全国平均15%の倍
ここに「理想の電化に電源群馬」の現代＝未来的価値がある

重要なのは「理想の電化に電源群馬」は現代的価値を持っているか／増やしているか重要なのは「理想の電化に電源群馬」は現代的価値を持っているか／増やしているか
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ほぼ100%が水力発電＝電源県群馬は水で支えられているほぼ100%が水力発電＝電源県群馬は水で支えられている

県内での東京電力発電もほぼ水力発電
水力発電は一番安定した再生可能エネルギー
しかも発電の主力は水路式（巨大ダムではない）
→小水力発電はさらに増やせる可能性大

県内での東京電力発電もほぼ水力発電
水力発電は一番安定した再生可能エネルギー
しかも発電の主力は水路式（巨大ダムではない）
→小水力発電はさらに増やせる可能性大

首都圏3,250万の人々は、
群馬県に設置された９つのダムに

付けられた開発水利権が生みだす
水の安定的な供給を基本として

暮らし、産業を営んでいる。

首都圏3,250万の人々は、
群馬県に設置された９つのダムに

付けられた開発水利権が生みだす
水の安定的な供給を基本として

暮らし、産業を営んでいる。 6

群馬の川は全て利根川へ
利根川の流域面積16,840㎢
関東（32,420㎢）の半分
群馬（6,362㎢）の２倍半以上
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群馬を首都圏を支える水源県群馬を首都圏を支える水源県

烏・神流川流域

八ッ場ダム貯留状況写真

10月11日 状況写真

ダムの効果（八斗島地点） 利根川上流ダム群※により約１ｍ水位を低下

● 利根川の治水基準点である群馬県伊勢崎市の八斗島地点の上流においては、利根川上流ダム群※ 

において、約１億４，５００万ｍ３の洪水を貯留しました。
● これらのダムの貯留により、八斗島地点では、約１ｍ（速報値）の水位が低下したものと推定されます。

※利根川上流ダム群：矢木沢ダム、奈良俣ダム、藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム、下久保ダム、試験湛水中の八ッ場ダム
本資料の数値等は速報値のため、今後の調査等で変更が生じる可能性があります。

10月15日 17:00 状況写真

約7,500万m3貯留

台風第19号における利根川上流ダム群※の治水効果（速報）

※ 現時点で得られているデータ・断面等を用いて算出
していることから、今後の詳細な検討により修正となるこ
とがあります。

利根川本川流域（5ダム）

吾妻川流域

ダム貯留量

利根川本川流域
（５ダム）

約3,900万m3

吾妻川流域
（試験湛水中の八ッ場ダム）

約7,500万m3

烏・神流川流域
（下久保ダム）

約3,100万m3

利根川上流ダム群
（７ダム）

約14,500万m3

群馬は首都圏を洪水から守る治水県

利根本流5ダム 3,900万トン
八ッ場ダム 7,500万トン
下久保ダム 3,100万ト
ン



台風前の貯水池 10月11日の朝(約EL.282.6m) 台風後の貯水池 １0月13日の朝約EL.294.2m)

６．ダム貯水池の状況（台風前後）

・洪水調節により、貯水位が約12m上昇し、満水位まで残り2.6mと迫った。

・濁度（表層）は、約9ppm→約100～300ppmへ上昇した。貯水池の様相は一夜で大きく変
わった。

・防災操作によりダム貯水池に貯めた水量は、約3,141万m3であった。これは、東京ドー
ムの約25杯分に相当する水量。 ※東京ドームの容積：約124万m3

10/11の19時、洪水調
節容量を確保するため、
特別防災操作（事前放
流）が指示され、20時よ
り開始。

７．下久保ダムの防災操作

・10月12日18時頃にダム地点で1,840 m3/sの流入量を記録（管理開始以来最大）した。

・ダムからの放流量は毎秒795 m3/s であり、最大約1,045 m3/sの洪水調節を実施。

10/12の11:30、
異常洪水時防災
操作を回避或い
は低減するため、
特別防災操作
（一定放流）が指
示され、開始。



各調節池の洪水貯留状況

【出水時】
【出水時】

約1.6億㎥ 貯留 合計約9,000万㎥貯留
【出水時】

●台風19号による洪水に対して、渡良瀬遊水地、菅生調節池、稲戸井調節池、田中調節池で

過去最大となる合計約2.5億㎥（東京ドーム約200杯）の洪水貯留効果を発揮しました。

渡良瀬遊水地 菅生調節池、稲戸井調節池、田中調節池
【平常時】 【平常時】 【平常時】

利根上流7ダム
1億4,500万トン

渡良瀬遊水地
1億6,000万トン

計 約3億トン貯留

さらにその下流で
9,000万トン

計 約4億トン貯留
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人類が使える水はどのくらいあると思いますか。地球上の全ての水の何％くらいでしょうか。
水が平らに地球を覆うとすれば、どのくらいの深さで、使える水はどのくらいの深さでしょうか。

人類が使える水は、
地球上の全ての水のわずか0.01%弱（1万分の1以下）。
量にしてわずか10万㎦。実際の使用量はさらに少なく3,600㎦

計算は省略しますが、
地球全体の水は、平らかに覆っているとすれば2,700ｍの深さ（浅間山が水没してしまう）
使える水で地球を平らかに覆ってもわずか20㎝。実際の使用量ではわずか7㎜。

計算は省略しますが、
地球全体の水は、平らかに覆っているとすれば2,700ｍの深さ（浅間山が水没してしまう）
使える水で地球を平らかに覆ってもわずか20㎝。実際の使用量ではわずか7㎜。



関東と関西の水事情比較関東と関西の水事情比較

水源 供給人口
関東圏 利根川水系９ダム5.6億トン 3,000万人
関西圏 琵琶湖27億トン 1,500万人

関東圏=首都圏で1人あたり使える水は、
関西圏の１０分の１しかない！
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群馬県の最も基本的な特性
関東圏3,300万人の暮らしと産業を根源で支える

電源県・水源県・治水県

第２の顔－世界評価の多様な水文化第２の顔－世界評価の多様な水文化

1.ユネスコ5大事業
世界遺産 富岡製糸場と絹産業遺産群
無形文化遺産
世界の記憶 上野三碑
ジオパーク 下仁田、浅間山北麓（日本ジオパーク段階）
生物圏保存地域

2.ラムサール条約登録湿地

3.日本遺産など
かかあ天下－ぐんまの絹物語

重要文化的景観

世界かんがい施設遺産

ラムサール条約登録湿地 尾瀬、芳ケ平湿地群、渡良瀬遊水地ラムサール条約登録湿地 尾瀬、芳ケ平湿地群、渡良瀬遊水地

生物圏保存地域 みなかみ生物圏保存地域 みなかみ

里沼里沼

世界かんがい施設遺産 雄川堰・長野堰・天狗岩用水世界かんがい施設遺産 雄川堰・長野堰・天狗岩用水

重要文化的景観 利根川渡良瀬川合流域の水場景観重要文化的景観 利根川渡良瀬川合流域の水場景観



• 面積は781㎢。群馬県面積の8分の1に当りますが、
90%以上を山林が占めています。

• 首都圏の水瓶として流域3,300万人 の経済と暮ら
しを支える重要な責務を担っています。

• 基幹産業は観光と農業で、東京駅 から最短1時間、
自然の恵みを活かした温泉、アウトドアスポーツ、農
産物、里山景観と農村文化などが幅広く存在するこ
とが特徴で、年間約400万人の来訪があります。

生物圏保存地域みなかみ みなかみ町の概要生物圏保存地域みなかみ みなかみ町の概要

人口のピークは1955年の35,696人 2015年は19,347人（60年で半減）
人口推計は、2045年9,300人（今後30年でさらに半減）
人口のピークは1955年の35,696人 2015年は19,347人（60年で半減）
人口推計は、2045年9,300人（今後30年でさらに半減）

高齢化率は2015年現在36.5%（3人に1人） →2045年推計は54.7%（半数以上）に高齢化率は2015年現在36.5%（3人に1人） →2045年推計は54.7%（半数以上）に

みなかみ町 人口の推移と推計（1985～2045）みなかみ町 人口の推移と推計（1985～2045）



みなかみ町まちづくりの方向「美しい里地・里山を核とした地域経営」みなかみ町まちづくりの方向「美しい里地・里山を核とした地域経営」

人口減少は様々な悪循環を生むことから「美しい里地・里山を核とした地域経営」に取り組み
2017年 生物圏保存地域（ユネスコエコパーク）登録（日本では10件のみ）
人口減少は様々な悪循環を生むことから「美しい里地・里山を核とした地域経営」に取り組み
2017年 生物圏保存地域（ユネスコエコパーク）登録（日本では10件のみ）

利根川源流のまち

水と森林（もり）と人を育む

ユネスコエコパーク

利根川源流のまち

水と森林（もり）と人を育む

ユネスコエコパーク

2019年
SDGs未来都市選定
2019年
SDGs未来都市選定

生物圏保存地域（BR＝Bioshere Reserve）とは
１９７６年に開始されたユネスコ人間と生物圏（MAB：Man and the 
Biosphere)計画のプロジェクトの一つ。
日本では親しみやすいように「ユネスコエコパーク」と通称

生物圏保存地域と世界自然遺産生物圏保存地域と世界自然遺産
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基本理念達成のための3地域区分
核心地域：生物多様性の保全＝自然を厳重に保護する地域
緩衝地域：学術的研究支援＝核心地域を取り囲む地域
移行地域：経済と社会の発展＝私たちが暮らし経済活動を行う地域

世界自然遺産：手つかずの自然を守ることが原則、
生物圏保存地域：自然と人間社会の共生を目的とする取組。

自然保護と人々の生活の持続的発展の調和を目指す創造活動。
そのため地域づくりの担い手を育成が課題。



林業の六次産業化を柱とした
稼ぐ力の強化と循環経済の確立

ユネスコエコスクールや木育など
地域に根差した特色ある教育の推進と関係人口の増加

森林・里山整備と
薪ストーブなどの
木質バイオマス利用促進

生物圏保存地域「みなかみ」―SDGs未来都市の計画生物圏保存地域「みなかみ」―SDGs未来都市の計画
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上毛かるたが読んでいた生物圏保存地域とラムサール条約登録湿地上毛かるたが読んでいた生物圏保存地域とラムサール条約登録湿地

一方、尾瀬は「仙境尾瀬沼花の原」と読ま
れています。県内で最初に登録された尾瀬
を代表格としてラムサール条約登録湿地を
読んだ札と考えることができるでしょう。

草津・伊香保・四万は温泉として読まれて
いるのに、温泉地としても有名な「みなか
み」を「水上、谷川 スキーと登山」と読んで
います。そこに「生物圏保存地域」が予見さ
れます。先見の明です。

20



特に重視される「賢明な利用（Wise Use）」

湿地の生態系を維持しつつ、

そこから得られる恵みを持続的に活用する

ラムサール条約ラムサール条約

1971年イランのラムサールの国際会議で採択された条約

水の循環を調整する湿地及び湿地特有の動植物、特に水鳥の生息地としての湿

地を国際的に守ることが目的

ラムサール条約の３つの視点ラムサール条約の３つの視点

ラムサール
条約登録湿地

生物圏保存地域
世界

自然遺産

世界 ２４２２ ７１４ 213
日本 ５２ １０ ４
群馬 3 1 0
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尾瀬

渡良瀬遊水地

芳ケ平湿地群



群馬3つのラムサール条約登録湿地1 尾瀬群馬3つのラムサール条約登録湿地1 尾瀬

23
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群馬3つのラムサール条約登録湿地1 尾瀬群馬3つのラムサール条約登録湿地1 尾瀬

尾瀬の３つの特質

１．日本を代表する湿原
琵琶湖を除けば

日本最大の登録湿地
湿地唯一の特別天然記念物
単独の国立公園

２．自然保護運動の象徴的存在
ごみ持ち帰り運動、マイカー規制…

３．所有関係の特殊性
当初ダム建設のため東電が取得
国立公園の４割
特別保護地区の７割が

東京電力所有地

→ 尾瀬保護財団を核とした県民・国民による保全と賢明な利用へ 尾瀬学校は先駆例尾瀬学校は先駆例



1. 渡良瀬川の氾濫防止と足尾鉱毒事件解決のため設置
2. 利根川9ダムの1つとして生活用水供給
3. 人工の施設にもかかわらずラムサール条約登録湿地

「人は過ちを犯すけれども、
努力によって天然以上の
自然環境、生物多様性、
人と自然の共生環境を
作り出せる」田中正造（1841～1913） 25

群馬3つのラムサール条約登録湿地2 渡良瀬遊水地群馬3つのラムサール条約登録湿地2 渡良瀬遊水地
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群馬3つのラムサール条約登録湿地2 渡良瀬遊水地群馬3つのラムサール条約登録湿地2 渡良瀬遊水地
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群馬3つのラムサール条約登録湿地3 芳ケ平湿地群群馬3つのラムサール条約登録湿地3 芳ケ平湿地群

高山帯

最も高い標高で確認された日本固有種・モリアオガエル 特別天然記念物・ニホンカモシカ28

群馬3つのラムサール条約登録湿地3 芳ケ平湿地群群馬3つのラムサール条約登録湿地3 芳ケ平湿地群



芳ケ平湿原

池塘 木道

ワタスゲ
ヒメツル
コケモモ29

群馬3つのラムサール条約登録湿地3 芳ケ平湿地群群馬3つのラムサール条約登録湿地3 芳ケ平湿地群

大平（おおだいら）湿原と大池湖沼群

大平湿原
ホソカワモズク

平兵衛池 カサスゲ30

群馬3つのラムサール条約登録湿地3 芳ケ平湿地群群馬3つのラムサール条約登録湿地3 芳ケ平湿地群



穴地獄とチャツボミゴケ公園

チャツボミゴケが
作り出す鉄鉱石

31

群馬3つのラムサール条約登録湿地3 芳ケ平湿地群群馬3つのラムサール条約登録湿地3 芳ケ平湿地群

日本遺産「里沼」（館林市）日本遺産「里沼」（館林市）

茂林寺は茂林寺沼に

（祈りの沼）

花山公園は城沼に

（守りの沼）

館林の農業は多々良沼に

（実りの沼）

支えられてきたことから

館林は、沼を里山同様の

存在＝「里沼」と定義

2019年、日本遺産選定

茂林寺は茂林寺沼に

（祈りの沼）

花山公園は城沼に

（守りの沼）

館林の農業は多々良沼に

（実りの沼）

支えられてきたことから

館林は、沼を里山同様の

存在＝「里沼」と定義

2019年、日本遺産選定



重要文化的景観とは……
地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された

景観地で我が国民の生活又は生業の理解のため欠くことのできないもの
2019年10月現在で65ケ所：関東は2カ所だけ（板倉と葛飾柴又）

板倉「利根川渡良瀬川合流域の水場景観」
合流点に形成された低湿地（水場）は古くから洪水多発地帯
豊かな土壌•生態系が育まれる一方、生活を営むために川田

（かわた）、水塚（みつか）、水防屋敷林など様々な工夫

板倉「利根川渡良瀬川合流域の水場景観」
合流点に形成された低湿地（水場）は古くから洪水多発地帯
豊かな土壌•生態系が育まれる一方、生活を営むために川田

（かわた）、水塚（みつか）、水防屋敷林など様々な工夫

高台に築かれた水塚 33

重要文化的景観「利根川渡良瀬川合流域の水場景観」重要文化的景観「利根川渡良瀬川合流域の水場景観」

第3の顔－灌漑・用水・舟運第3の顔－灌漑・用水・舟運

群馬の平野部、とくに台地部分ではもう一つの顔群馬の平野部、とくに台地部分ではもう一つの顔

１．灌漑
世界かんがい施設遺産が３つも…雄川堰、長野堰、天狗岩用水

２．排水
利根川と烏川に挟まれる玉村町等では
灌漑用水路とネットワーク→水神信仰も盛ん

3．舟運
利根川舟運は江戸を支える最大の輸送網
農産物（米麦・野菜・生糸・絹…）・
鉱産物（金・銅・硫黄…）を江戸へ
中山道・例幣使街道・銅街道など連携

世界 107 日本 42 群馬 3
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３つの世界かんがい施設遺産３つの世界かんがい施設遺産
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第4の顔－無形文化遺産候補・温泉第4の顔－無形文化遺産候補・温泉

吾妻エリア26
草津、四万、万座、
川原湯など

利根沼田エリア31
みなかみ18湯、老神など

県央・東部エリア12
伊香保、やぶ塚など

西部エリア20
礒部、霧積、
下仁田、
八塩など

万座

トップを取り続け、
ベスト50に5つの
温泉が入っているのは
群馬県だけ



図1－３ 豪雪地帯（国土交通省サイト
https://www.mlit.go.jp/
mizukokudo/sabo/nadare.html）

1. 火山列島という日本の姿

2. 気象条件と森の存在

図1－１ 世界と日本の火山分布（内閣府防災担当サイト
http://www.bousai.go.jp/kazan/taisaku/k102.htm）

環太平洋地帯中心に分布する世界1,500の火山の約1割が日本に集中

温帯モンスーン地帯と日本海の存在が森を生み大量の水を蓄積

火・水・森の共演が生み出した世界一の温泉立地火・水・森の共演が生み出した世界一の温泉立地

図1－２ 世界と日本の降水量（国土交通省サイト
https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/bousai

/saigai/kiroku/suigai/suigai_3-1-1.html）

温泉は日本列島を象徴する存在温泉は日本列島を象徴する存在 39

文化として暮らしに組み込まれた温泉文化として暮らしに組み込まれた温泉

温泉を好み温泉で温まることを暮らしに組み込み 日本固有の生活文化の形日本固有の生活文化の形

図2 ユネスコ3大遺産事業

世界遺産
建造物や文化財、景観や自然といった
有形物

無形文化遺産
口 承 や 芸 能 、 社 会 的 慣 習 や 儀 礼 、
自 然 や 万 物 に 関 す る 知 識 や 慣 習 、
伝統工芸技術

世界の記憶 記録や著作

表2-1 ユネスコ3大遺産事業とその対象

入浴を中心に暮らしに組み込まれた温泉利用は、
無形文化遺産の対象である
「自然や万物に関する知識や慣習」あるいは
「社会的慣習や儀礼」に当てはまる可能性が高い

表2-２ ３大遺産事業の数

世界 日本

世界遺産 1,121 23

無形文化遺産 492 22

世界の記憶 432 7 無形文化遺産登録をめざす理由無形文化遺産登録をめざす理由40


